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2020年東京オリンピック・パラリンピック
山武市はスリランカのホストタウン、キャンプ地です。
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葉
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今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
大
河
ド
ラ

マ「
い
だ
て
ん
〜
東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
噺

ば
な
し

〜
」の
前
半
の
主
人
公
は
金か

な

栗く
り

四し

三そ
う

さ
ん

で
す
。
１
９
１
２
年（
明
治
45
年
）第
５

回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
に
日
本
人
で

初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
。「
日
本

の
マ
ラ
ソ
ン
の
父
」と
し
て
知
ら
れ
る
金

栗
さ
ん
で
す
が
、単
に
自
分
が
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
走
る
だ
け
で
な
く
、
有
為
な
人

材
を
育
て
あ
げ
る
こ
と
に
も
尽
力
し
ま

す
。
金
栗
さ
ん
に
見
い
だ
さ
れ
た
一
人
が

蓮
沼
村（
当
時
）の
秋
葉
祐す

け

之ゆ
き

さ
ん
で
す
。

祐
之
さ
ん
は
各
競
技
会
で
好
成
績
を

収
め
る
と
同
時
に
、
師
の
金
栗
さ
ん
と
二

人
三
脚
で
全
国
を
駆
け
巡
っ
て
い
き
ま

す
。祐

之
さ
ん
の
ご
子
息
の
誠
さ
ん（
86

歳
）に
お
父
さ
ん
の
思
い
出
を
語
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
写
真
の
祐
之
さ
ん
の
優
し

い
面
影
に
そ
っ
く
り
で
す
。

蓮
沼
村
で
農
業
を
営
む
秋
葉
家
に
祐

之
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
が
１
８
９
５
年

（
明
治
28
年
）。
７
人
き
ょ
う
だ
い
の
長

男
で
し
た
が
、
学
業
優
秀
だ
っ
た
こ
と

か
ら
千
葉
師
範
学
校（
現
・
千
葉
大
学
）

に
進
学
し
ま
す
。

「
卒
業
前
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
完
走
し
な
け
れ
ば
卒
業
で
き

な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
父

は
疲
れ
た
ら
歩
く
つ
も
り
で
…
…
、
と

こ
ろ
が
、
い
つ
ま
で
も
ぴ
た
っ
と
後
ろ

に
つ
い
て
来
る
人
が
い
る
の
で
最
後
ま

で
走
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

ゴ
ー
ル
し
て
挨
拶
す
る
と
、
そ
れ
が
金

栗
さ
ん
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
」

誠
さ
ん
は
、
祐
之
さ
ん
か
ら
聞
い
た

出
会
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
懐
か
し
そ
う

に
語
り
ま
す
。
４
歳
年
上
の
金
栗
さ
ん

は
こ
の
前
年
に
マ
ラ
ソ
ン
で
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
出
場
。

途
中
棄
権
に
終
わ
り
ま
す
が
、
翌
年
に

は
東
京
高
等
師
範
学
校（
現
・
筑
波
大

学
）の
徒
歩
部（
陸
上
部
）室
長
に
な
り
、

鍛
え
が
い
の
あ
る
若
手
ラ
ン
ナ
ー
を
探

し
訪
ね
て
い
た
の
で
す
。

過
酷
な
レ
ー
ス
に
次
々
に
挑
戦

祐
之
さ
ん
は
金
栗
さ
ん
に
誘
わ
れ
て

東
京
高
等
師
範
学
校
に
進
み
、
長
距
離

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
才
能
を
開
花
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
在
学
中
の
主
な
戦

績
は
、
第
５
回
・
第
６
回
日
本
選

手
権
25
マ
イ
ル（
約
40
キ
ロ
）走
で

連
覇
。
ち
な
み
に
第
１
〜
３
回
の

優
勝
者
は
金
栗
さ
ん
で
す
。

第
２
回
富
士
登
山
マ
ラ
ソ
ン
競

走
は
五
合
目
の
太
郎
坊
か
ら
山
頂

ま
で
の
10
・
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
、

祐
之
さ
ん
は
２
時
間
21
分
33
秒
で

優
勝
。
２
位
に
10
分
以
上
の
大
差

を
つ
け
る
圧
勝
で
し
た
。

こ
の
富
士
登
山
マ
ラ
ソ
ン
は
、そ

の
後
一
般
的
と
な
る
高
地
ト
レ
ー

下関─東京間1200kmゴール直前の祐之さん（写真中央左）と
金栗四三さん（玉名市立歴史博物館提供=右の写真も）

下関─東京間1200kmを力走する秋葉祐之さん（写真中央）

父・祐之さんや金栗四三さんの思い出を語る秋葉誠さん

金
栗
さ
ん
に
素
質
を
見
い
だ
さ
れ
、
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葉
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ニ
ン
グ
の
重
要
性
に
先せ

ん

鞭べ
ん

を
つ
け
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
22
歳
の
と
き
の「
東
海
道

五
十
三
次
駅
伝
競
走
」が
圧
巻
で
す
。京

都—
東
京
間
５
１
６
キ
ロ
を
23
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
た
す
き
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
す
。
祐
之
さ
ん
は
区
間
最

長
距
離（
28
キ
ロ
）と
な
る
掛
川—

藤
枝

間
を
任
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
発
生
。そ
の
模
様
を「
陸
上
競

技
の
ル
ー
ツ
を
探
る
」（
筑
波
大
学
陸
上

競
技
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）で
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
ま
す
。

「
見
附—

掛
川
間
で
は
関
東
組
の
吉
積

泰
選
手（
一
高
）が
左
足
ア
キ
レ
ス
腱
断

裂
の
た
め
走
行
不
能
に
な
り
、次
走
者
の

秋
葉
祐
之
選
手（
東
京
高

師
）が
車
で
迎
え
に
行
っ

て
西
島
か
ら
12
里（
48
キ

ロ
）を
４
時
間
38
分
か
け

て
走
破
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
し
た
」

ま
た
、
１
９
１
９
年

（
大
正
８
年
）に
は
祐
之

さ
ん
は
金
栗
さ
ん
を
訪

ね「
高
師
徒
歩
部
に
籍

を
置
い
た
記
念
に
、
一

緒
に
持
久
力
テ
ス
ト
を

や
り
た
い
」と
、
下
関—

東
京
間
の
１
２
０
０
キ

ロ
走
を
持
ち
か
け
ま
す
。

日
程
を
調
整
し
、
７
月

22
日
に
下
関
を
ス
タ
ー

ト
。二
人
は
マ
ラ
ソ
ン
を

広
く
普
及
さ
せ
る
狙
い

も
あ
り
、
沿
道
の
人
た

ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

20
日
間
で
走
り
切
っ
た

と
い
い
ま
す
。

蓮
沼
を
訪
れ
た
金
栗
四
三
さ
ん

東
京
高
師
を
卒
業
し
た
祐
之
さ
ん

は
、木
更
津
中
学
校（
現・木
更
津
高
校
）

を
は
じ
め
全
国
の
学
校
で
生
物
の
教
師

と
し
て
教
鞭
を
執
り
ま
す
。
勉
学
の
か

た
わ
ら
マ
ラ
ソ
ン
の
楽
し
さ
を
伝
え
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
集
大
成
と
も
な
る
の
が
、
金
栗

さ
ん
と
二
人
で
走
っ
た
樺
太—

東
京
マ

ラ
ソ
ン
。
１
９
２
２
年（
大
正
11
年
）、

20
日
か
け
て
走
り
通
し
ま
し
た
。

「
樺
太
や
北
海
道
で
は
熊
が
出
る
と
い

う
の
で
、
軍
隊
や
土
地
の
青
年
団
が
銅ど

鑼ら

を
鳴
ら
し
な
が
ら
伴
走
し
て
く
れ
た

よ
う
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
の
宣
伝
の
た
め

に
走
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
」と
、誠

さ
ん
は
祐
之
さ
ん
を
偲
び
ま
す
。
そ
の

後
、祐
之
さ
ん
は
、日
本
統
治
下
に
あ
っ

た
朝
鮮
の
開か

い

城じ
ょ
う

商
業
学
校
で
校
長
を
務

め
ま
す
。

「
私
が
生
ま
れ
た

の
は
開
城
時
代
で

昭
和
８
年
、
帰
国

し
た
の
は
16
年
。

勉
強
も
走
る
こ

と
も
、
父
は
厳
し

く
な
か
っ
た
で
す

ね
。見
込
み
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
の

か
な（
笑
）。父
に
つ
い
て
は
、周
り
の
人

か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
の
ほ
う
が
多

か
っ
た
。
千
葉
か
ら
成
東
ま
で
汽
車
と

競
走
し
て
勝
っ
た
と
か
…
…
」

汽
車
が
ま
だ
今
と
比
べ
て
遅
か
っ
た

時
代
、
走
っ
た
の
は
東
金
街
道（
国
道

１
２
６
号
）だ
と
し
て
も
驚
異
的
で
す
。

祐
之
さ
ん
は
１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）

に
蓮
沼
村
の
教
育
長
に
就
任
し
ま
す
。

「
そ
の
関
係
で
し
ょ
う
か
、
金
栗
さ
ん

が
二
度
ほ
ど
わ
が
家
に
泊
ま
っ
て
い
ま

す
。
蓮
沼
小
や
緑
海
小
で
講
演
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
、
自

転
車
の
荷
台
に
乗
せ
て
送
り
迎
え
し
た

の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
道
路
は
が
た

が
た
だ
し
、金
栗
さ
ん
は
重
い
し
…
…
」

マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
育
ま
れ
た
金
栗
さ

ん
と
祐
之
さ
ん
の
師
弟
愛
は
、
晩
年
ま

で
続
い
て
い
た
の
で
す
。

もう一人の「いだてん」～秋葉祐之～特別企画展
期間　5月31日㈮まで　9:00～17:00　場所　蓮沼交流センター

樺太─東京マラソンのユニフォー
ムと足袋。足袋には「金栗足袋」
の銘がある。大きさは10文（約
24cm）と小ぶりである

樺太─東京マラソンのときの祐之さん（左）と金栗さん（玉名市立歴史博物館提供）

二人の快挙を伝える東京朝日新聞の見出し（大正11年８月27日）。
記事には「下関─東京よりも距離は長かったが疲れなかった」
「スイカを一日に三つくらい二人でくらいました」などの談話を伝えている

日
本
全
国
を
駆
け
巡
り
、

青
少
年
に
マ
ラ
ソ
ン
の
楽
し
さ
を
広
め
る
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T　選挙管理委員会事務局　☎0475（80）1261

４
月
７
日
㈰
は
千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
㉑
日
㈰
は
山
武
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

◆
日　
程　

告　
示　
３
月
29
日
㈮

投�　
票　
４
月
７
日
㈰　
午
前
７
時
～

午
後
８
時（
市
内
各
投
票
所
）

期
日
前・不
在
者
投
票

　
３
月
30
日
㈯
～
４
月
６
日
㈯

　

�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時（
市
役

所
お
よ
び
各
出
張
所〈
山
武
・
蓮

沼
・
松
尾
〉）

開�　
票　

４
月
７
日
㈰　

午
後
９
時

～（
松
尾
小
学
校
体
育
館
）

◆
投
票
で
き
る
方　
平
成
13
年
４
月
８
日

以
前
に
生
ま
れ
、
山
武
市
内
に
引
き
続

き
３
カ
月
以
上
住
所
の
あ
る
方（
平
成

30
年
12
月
28
日
以
前
に
転
入
さ
れ
た
方

を
含
む
。）

※
平
成
30
年
12
月
29
日
以
降
、
千
葉
県
内

の
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
原
則
と
し
て
旧
住
所
地
で
投

票
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
県
内
の
市

区
町
村
長
が
発
行
す
る「
引
き
続
き
県

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

山
武
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

◆
日　
程

告　
示　
４
月
14
日
㈰

立�

候
補
受
付　

４
月
14
日
㈰　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時（
市
役
所
第

５
会
議
室〈
新
庁
舎
３
階
〉）

投�　
票　
４
月
21
日
㈰
午
前
７
時
～

午
後
８
時（
市
内
各
投
票
所
）

期
日
前・不
在
者
投
票

　
４
月
15
日
㈪
～
20
日
㈯

　

�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時（
市
役

所
お
よ
び
各
出
張
所〈
山
武
・
蓮

沼
・
松
尾
〉）

開�　
票　
４
月
21
日
㈰
午
後
９
時
～

（
松
尾
小
学
校
体
育
館
）

◆
投
票
で
き
る
方　
平
成
13
年
４
月
22
日

以
前
に
生
ま
れ
、
山
武
市
内
に
引
き
続

き
３
カ
月
以
上
住
所
の
あ
る
方（
平
成

31
年
１
月
13
日
以
前
に
転
入
さ
れ
た
方

を
含
む
。）

◆
投
票
所
入
場
整
理
券
に
つ
い
て

告
示
日
以
降
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
届
く

ま
で
数
日
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
投
票

日
ま
で
大
切
に
保
管
し
、
投
票
時
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
整
理
券
が
届
か
な

い
、も
し
く
は
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ

ば
投
票
で
き
ま
す（
投
票
所
の
受
付
ま
た
は
期

日
前
投
票
所
の
受
付
で
お
申
出
く
だ
さ
い
）。

投票区 施設名 住所
第 1 成東学童クラブ 成東3005番地1
第 2 成東保健福祉センター 殿台296番地
第 3 成東中学校 和田567番地
第 4 大富小学校体育館 新泉トの60番地
第 ５ 南郷小学校体育館 上横地884番地1
第 6 成東東中学校 五木田2452番地1
第 7 白幡第一公民館 白幡2465番地1
第 8 鳴浜連絡所 本須賀1385番地
第 9 本須賀第二公民館 本須賀3841番地11
第10 緑海交流センター 松ヶ谷イ3122番地1
第11 中谷之下公民館 松ヶ谷ロ1120番地2
第12 睦岡小学校体育館 埴谷771番地
第13 山武北小学校体育館 沖渡699番地
第14 中津田公民館 中津田434番地1
第15 中戸田下公民館 戸田1271番地

投票区 施設名 住所

第16 さんぶの森交流セン
ターあららぎ館 埴谷1884番地1

第17 山武特産物直売所 日向台1番地23
第18 日向幼稚園 雨坪12番地
第19 本郷生活研修センター 森534番地
第20 山武西小学校 大木13番地
第21 上谷区民館 蓮沼イの2799番地1
第22 殿下区民館 蓮沼ロの1728番地
第23 南八区区民館 蓮沼ニの5150番地
第24 南浜区民館 蓮沼ニの4527番地1
第25 松尾小学校体育館 松尾町猿尾383番地
第26 八田共同利用施設 松尾町八田1191番地
第27 おおひらこども園 松尾町広根1182番地1
第28 旧豊岡小学校体育館 松尾町金尾441番地
※�「投票所入場整理券」に記載された投票所で投票ください。

【投票所一覧】


